
 
 
 
 
 
 
 
 

～世界は憲法九条を選び始めた～ 

「平和の夕べ」を 150 名で開催 
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   4 周年記念講演会決定!! 

 2008年10月30（木）午後6時～ 

 講演：小森陽一氏（東大教授、九条の会事務局長） 
     ところ：レインボーセンター講堂 

みなと医療生協｢九条の会｣会員をつなぐ・・・       2008 年７月 16 日（水）発行 Vol．19 
 
 
 
 

ホームページアドレス：http//www．ｍｃ．ｃｃｎｗ．ｎｅ．ｊｐ/ｋｙｕｊｏｕ/ 
発行者：みなと医療生協｢九条の会｣事務局 

 みなと医療生協「九条の会」で、5月 2７日（火）
に「平和の夕べ」を組合員、入院患者様、職員、

会員など150名の参加で協立総合病院内科外来前
にて開催しました。 
 これは、昨年に続く企画で「好きな事ができる

のも平和のおかげ」を合言葉に、「憲法九条を少

しでも考える日にしよう、きっかけにしよう」を

テーマにした文化・音楽の祭典です。 
 この日は、江間代表より 5月３日～6日まで千
葉の幕張メッセで開催された「九条世界会議」の

報告（裏面参照）から始まり、ビートルズのイマ

ジンにのせた「イマジン９」の朗読（葛谷理事と

職員の加藤さん）、平井研修医のバイオリン演奏、

小児科看護師の原西さんの「トゥーランドット」

などの名曲の生歌、お馴染み「医局合唱団」、最

後に会員有志による「ロックソーラン」で会場は

どれもこれもアンコールと拍手で大いに盛り上

がりました。 
 朗読では曲と詩の中身がとてもマッチし、聞く

ものの胸を熱く打ち、込み上げるのがありまし

た。また、原西看護師の歌は、そのすばらしさ

に会場が度肝を抜かれた感じで、プロ並みの美

しさにこの日一番の拍手が送られました。医局

合唱団は、新たに新曲を加えますます磨きがか

かっていました。 
 最後に挨拶に立った江間代表は、各紙の世論

調査では九条をこのまま維持するとした人が改

憲を上回り逆転した事を上げ、これはイラク戦

争の泥沼化や九条の会の運動と無縁ではないと

説明。しかし、改憲派も必死になって九条の会

に対抗する組織を作って世論を動かそうとした

りしている事などが話され、決して油断するこ

となく、周りの一人でも二人でも九条について

語り運動をいっそう広げようと締められまし

た。 
 なお、当時のカンパの訴えに多くの参加者が

応えてくれて 2万円集まりました。ありがとう
ございました。 

９人の文化人で作られ

た一番始めの「九条の

会」その本家本元の事務

局長を務める、あの小森

陽一氏がやってきます。

楽しくも、実のある話が

聞けること間違いなし

です。著作多数。 



次はあなたの番だ!?、趣味・特技で会場を沸かせた皆さん！！ 
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九条世界会議に参加して 

西村民子（みなと医療生協「九条の会」事務局） 
「９条世界会議」に行ってきました。 
５月４日～６日千葉の幕張で開かれた「９条世界会議」というイベントに参加してきました。医療生協でもあ

まり宣伝していなかったので、知らない人も多いと思いますが、４日だけで１万２千人を超える人が参加したそ

うです。内容は盛りだくさんで全部は報告できませんが、一言でいうと「戦争のない平和な世界はどうしたらつ

くれるのか、そのために私たちはなにができるのか」ということを真剣に語り合ったイベントでした。 
 「イラク・アメリカ・日本」と題したトークセッションでは、イラク人のカーシムさんから、イラク戦争で家

族を殺された経験をもち当時はアメリカや兵士への憎しみがあったが、いろいろなことがわかるにつれ、戦争そ

のものへの怒りに変わってきて、現在は戦争をなくしイラクを平和的に復興したいと活動をしている話を聞きま

した。ショッキングな内容だったのは、イラク帰還兵で現在は良心的兵役拒否者のエイダンさんの話。彼は、軍

の虐待行為を目撃し、その写真（かなりショッキング）を持ち帰ってイラク戦争の真実を告発する活動をしてい

ます。日本のワーキングプアの実態を本にした作家の雨宮処凛さんは、アメリカでも戦争に行くのは貧困地域の

青年、日本でもワーキングプアの若者をリクルートする自衛隊や民間企業（イラクでトラックを運転する）があ

ると告発します。 
ほかにも合唱やゴスペルがあってそれも感動的でしたが、夜の９ＡＬＩＶＥは、ＵＡや加藤登紀子さんなど有

名な方も登場し、平和のメッセージとともに熱唱（ＵＡは２人目がお腹にいてこの子のためにも平和な未来にし

たいと語っていました）。しかし、私が一番よかったのはＦＵＮＫＩＳＴというバンドです。彼らの熱いライブに

会場の会場も総立ちでした。 
 このイベントに参加して感じたことは、日本の憲法、「９条」はすごい力をもっているということです。紛争地

域で平和や人道支援の活動している人たちが、紛争や貧困をなくし平和な未来をつくりたいと願い、その道筋を

探し求め、日本の憲法９条―「軍隊をもたない、戦争をしない」道にたどりついた。「世界は９条をえらびはじめ

た」ことを感じました。しかし、日本にいる私たちは、普段の生活では、憲法も「９条」も関係ないように思っ

てしまい、これが変えられようとしていることにも危機感が薄いのでは？と思いました。 
私なりに、「日本の憲法って結構イイよね！」「9 条ってすごい力をもっているんだよ」ってみんなに伝えてい
きたいと思います。 

▲九条世界会議の報告を

する江間代表 

  
 

  

左上…イマジン９の朗読 
 葛谷理事と職員の加藤さん 
真中上…連続出場でバイオリ

ンを演奏してくれた平井研修医 
右上…見事な美声で魅了した

原西看護師 
左下…会員有志によるロック

ソーラン。翌日に筋肉痛 
右下…誰もが楽しみにしてい

る医局合唱団。次は男女混声合

唱にも挑戦？ 


